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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  長手方向に傾斜したコンベアフレームに横架ベースを取付け、横架ベースにスタンドを
固定し、スタンドにはコンベアベルトを受ける中央の水平ローラと左右の傾斜ローラを交
換可能に取付けるようにしたキャリアローラスタンドにおいて、
  上記横架ベース（１６）は断面三角形状をなし、該三角形の底辺隅部の、上記スタンド
（１８、１９）をコンベアフレーム長手方向の一方の側に傾動させたときに上記横架ベー
ス（１６）の上記コンベアフレーム側の部分と干渉する部位に切欠き（１６Ａ）が形成さ
れ、該切欠き（１６Ａ）内縁とコンベアフレーム（１０）との間はヒンジで連結されてお
り、該ヒンジの回転軸（１７）は上記スタンド（１８、１９）の両側縁の間でかつ上記ス
タンド（１８、１９）の両側縁の中央よりも上記コンベアフレーム長手方向の一方の側に
位置しており、上記横架ベース（１６）が上記回転軸（１７）を中心として上記コンベア
フレーム長手方向の一方の側に回動可能となっていることを特徴とする傾倒式キャリアロ
ーラスタンド。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は傾倒式キャリアローラスタンドに関し、特にスタンドを円滑に傾動させて水平
ローラや傾斜ローラを簡単に交換できるようにしたキャリアローラスタンドに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ベルトコンベアは、駆動ローラと従動ローラとの間にコンベアベルトを無端状に掛け渡
し、駆動ローラを回転させることによってコンベアベルトを周回させるような構造となっ
ており、現在、輸送手段として最も低価格の輸送機であり、各種の工場や設備で多く採用
されている。
【０００３】
　通常、輸送物をベルトコンベア間で乗り継ぎさせる場合、前段のベルトコンベアからシ
ュートを介して次段のベルトコンベアの乗継部に落下させる構造が採用されているが、落
下の衝撃を緩和するためにコンベアベルトのキャリア側部分の裏面をキャリアローラで受
けて支持する一方、落下の衝撃で輸送物の粉塵が飛散すると、周囲の環境を悪化させるこ
とから、弾性スカート板によって乗継部とコンベアベルトとの間の隙間を覆うことが行わ
れている。
【０００４】
　乗継部においてはコンベアベルトはスカート下端縁によって強く下方に押しつけられ、
キャリアローラに強く摺接されているので、ローラの磨耗が発生し、キャリアローラを交
換しなければならないことがある。キャリアローラは中央の水平ローラと左右の傾斜ロー
ラとから構成されているのが一般的であるが、中央の水平ローラはコンベアベルト側方か
ら手が届き難く、しかもコンベアベルトと強く圧接されているので、左右の傾斜ローラに
比較して交換が難しい。
【０００５】
　これに対し、コンベアフレームに横架ベースを横幅方向に延びて中心軸線廻りに回転可
能に取付け、中央の水平ローラ及び左右の傾斜ローラを回転可能にかつ着脱可能に受ける
スタンドを横架ベースに固定し、横架ベースをスタンドの起立位置から傾動位置に向けて
回動させて傾斜ローラや水平ローラを交換できるようにした傾倒式キャリアローラスタン
ドが提案されている（特許文献１）。
【０００６】
　しかし、特許文献１記載の傾倒式キャリアローラスタンドでは横幅方向に延びる横架ベ
ースを取付け軸廻りに回転可能に取付ける必要があるので、構造が複雑で、コスト高を招
来し、しかも乗継部に多数のキャリアローラを設ける必要がある関係上、低価格が要求さ
れるベルトコンベアでは採用し難いのが実情であった。
【０００７】
　他方、横架ベースに対して移送方向の一側方にヒンジ軸を設け、ヒンジ軸の廻りに横架
ベースをスタンドの起立位置から傾動位置に向けて回動させて傾斜ローラや水平ローラを
交換できるようにした傾倒式キャリアローラスタンドも提案されている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】実開平０６－８０７２６号公報
【特許文献２】特開平１１－１８９３１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献２記載の傾倒式キャリアローラスタンドではヒンジ軸を設けるだけであるので
、構造の複雑化やコスト高を招来するおそれが少ないものの、実際に横架ベースを回動さ
せようとすると、水平ローラや傾斜ローラがコンベアベルトと強く競ってしまい、スタン
ドを傾動させることが困難であった。特に、製鉄所や製鋼所で採用されるような、コンベ
アベルトの厚みがある大型のベルトコンベアではスタンドの傾動作業が非常に困難であっ
た。
【００１０】
　本発明はかかる状況において、スタンドをスムーズに傾動させて水平ローラや傾斜ロー
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ラを簡単に交換できるようにした傾倒式キャリアローラスタンドを提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　そこで、本発明に係る傾倒式キャリアローラスタンドは、コンベアフレームに横架ベー
スを取付け、横架ベースにスタンドを固定し、スタンドにはコンベアベルトを受ける中央
の水平ローラと左右の傾斜ローラを交換可能に取付けるようにしたキャリアローラスタン
ドにおいて、上記横架ベースには上記スタンドを側方に傾動させたときに上記横架ベース
の上記コンベアフレーム側の部分と干渉する部位に切欠きが形成され、該切欠き内縁とコ
ンベアフレームとの間にはヒンジが設けられ、該ヒンジの回転軸が上記スタンドの両側縁
の間の位置に配置され、上記横架ベースが上記回転軸を中心として回動可能となっている
ことを特徴とする。
【００１２】
　特許文献２記載の傾倒式キャリアローラスタンドではヒンジの回転軸がスタンドの側縁
よりも移送方向外側に位置して設けられていたので、この回転軸を中心に横架ベースを回
動させると、スタンドが上方に移動しながら側方への傾動を開始することとなる。しかし
、乗継部においては、コンベアベルトは弾性スカート板によって下方に強く押し付けられ
て水平ローラや傾斜ローラに強く圧接されているので、作業者が手作業でコンベアベルト
を持ち上げながらスタンドを傾動させることは非常に困難であった。
【００１３】
　本発明の特徴の１つは横架ベースの隅部に切欠きを形成し、切欠き内縁とコンベアフレ
ーム側の部分との間にヒンジを設け、ヒンジ軸をスタンドの両側縁の間に配置し、回転軸
を中心として上記横架ベースを回動させるようにした点にある。
【００１４】
　これにより、ヒンジの回転軸がスタンドの横幅内に位置し、しかも横架ベースに切欠き
を形成しているので、スタンドをそのまま側方に傾動させることができ、作業者が手作業
によってコンベアベルトを持ち上げる必要がなく、スタンドを軽く傾動させて水平ローラ
や傾斜ローラの交換をスムーズに行うことができる。
【００１５】
　ここで、請求の範囲において、「スタンドを側方に傾動させた」とは、スタンドが全く
持ち上げられることなく、側方に傾動される場合だけではなく、コンベアベルトの張力に
打ち勝ってスタンドの傾動が行える程度にスタンドが上方に移動する場合も含まれること
を意味する。
【００１６】
　上記では横架ベースに切欠きを形成するようにしたが、ヒンジの回転軸を横架ベースの
軸線と同軸に位置させると、切欠きが不要となる。
【００１７】
　本発明に係る傾倒式キャリアローラスタンドは、コンベアフレームに横架ベースを取付
け、横架ベースにスタンドを固定し、スタンドにはコンベアベルトを受ける中央の水平ロ
ーラと左右の傾斜ローラを交換可能に取付けるようにしたキャリアローラスタンドにおい
て、上記横架ベースの両端部には第１の軸受が横架ベースの軸線と同軸に固定され、上記
コンベアフレームには第２の軸受が固定され、第１の軸受と第２の軸受には回転軸が挿通
され、第１、第２の軸受にはフランジが形成され、該両フランジが着脱可能に連結され、
上記フランジの連結が外されることによって、上記横架ベースが上記回転軸を中心として
回動可能となっていることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明に係る傾倒式キャリアローラスタンドはベルトコンベアの乗継部に適用す
ればその効果が大きいが、他の箇所、駆動ローラや従動ローラの近くなど、コンベアベル
トの張力の大きな箇所に適用しても同様の作用効果を奏する。
【００１９】
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　横架ベースは下記の実施形態に示されるように閉断面三角形状でもよく、閉断面四角形
状や閉断面円形状その他の閉断面形状であってもよい。切欠きは横架ベースをそのまま回
動させたときにコンベアフレーム側の部分と干渉する部位に形成して横架ベースの回動が
阻害されないようにするのが重要である。例えば、横架ベースが閉断面三角形状の場合に
は三角形の底辺隅部を切り欠くようにするとよい。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る傾倒式キャリアローラスタンドの好ましい実施形態を備えたベルト
コンベアの１例を示す図である。
【図２】上記実施形態を示す正面図である。
【図３】上記実施形態におけるヒンジ取付け部分を示す拡大図である。
【図４】上記実施形態におけるヒンジ取付け部分を示す分解図である。
【図５】上記実施形態における動作を模式的に示す図である。
【図６】第２の実施形態におけるヒンジ取付け部分を示す拡大図である。
【図７】第３の実施形態を示す正面図である。
【図８】上記実施形態におけるヒンジ取付け部分を示す拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明を図面に示す具体例に基づいて詳細に説明する。図１ないし図５は本発明
にかかる傾倒式キャリアローラスタンドの好ましい実施形態を示す。図において、コンベ
アフレーム１０には一端側に従動ローラ１１が、他端側に駆動ローラ１２が設けられ、駆
動ローラ１２と従動ローラ１１の間にはコンベアベルト１４が無端状に掛け渡され、駆動
ローラ１２の回転によってコンベアベルト１４が周回されて輸送物を輸送するようになっ
ている。
【００２２】
　また、コンベアベルト１４の他端側には乗継部１４Ａが設けられ、乗継部１４Ａには前
段のベルトコンベアからの輸送物がシュート３０を介して供給され、又シュート３０の下
端縁には弾性スカート板３１が取付けられてシュート３０と乗継部１４Ａの間の隙間を遮
蔽し、粉塵の周囲への飛散を防止するようになっている。
【００２３】
　また、コンベアフレーム１０には複数のキャリアローラが走行方向に間隔をあけて設け
られている。このキャリアローラは図２に示されるように、横架ベース１６を備え、横架
ベース１６は閉断面三角形状をなし、ベルトコンベアの横幅方向に延びて設けられ、横架
ベース１６の両端部にはく字状をなす第１のスタンド１８が立設され、横架ベース１６の
中間には一対の第２のスタンド１９が間隔をあけて立設されている。
【００２４】
　第１、第２のスタンド１８、１９はチャネル鋼を用いて製作され、第２のスタンド１９
の上端外側部は傾斜辺状に切断され、その間にはプレートが掛け渡して固定され、第１、
第２のスタンド１８、１９の上端縁及び上記プレートには嵌込み凹部が形成されて中央の
水平ローラ１５Ａ及び左右の傾斜ローラ１５Ｂの回転軸が着脱可能に嵌め込まれるように
なっている。
【００２５】
　また、横架ベース１６の両端部には第１、第２のスタンド１８、１９をそのまま側方に
傾動させたときに横架ベース１６の隅部のコンベアフレーム１０側の部分、本例ではヒン
ジ板２０と干渉する部分に切欠き１６Ａが形成され、切欠き１６Ａ内縁とコンベアフレー
ム１０との間にはヒンジが設けられてストッパー２４によって抜け止めされている。
【００２６】
　ヒンジは一方のヒンジ板２０に軸受１７Ａを固定し、軸受１７Ａに回転軸１７を回転自
在に挿通し回転軸１７には他方のヒンジ板を固定して構成され、一方のヒンジ板２０はコ
ンベアフレーム１０にボルト２１・ナット２２によって固定されている。
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【００２７】
　他方のヒンジ板は横架ベース１６の切欠き１６Ａ内面に固定され、又横架ベース１６の
端部には取付け片１６Ｂが固定され、この取付け片１６Ｂはボルト２１・ナット２２によ
って一方のヒンジ板２０とともにコンベアフレーム１０に共固定されている。
【００２８】
　ヒンジの回転軸１７は第１のスタンド１８の両側縁の間、すなわち横幅内に位置して設
けられ、これによって第１、第２のスタンド１８、１９がそのまま側方に傾動するように
横架ベース１６を回動させることができるようになっている。
【００２９】
　また、ヒンジの一方のヒンジ板２０にはストッパー２３が立てて固定され、横架ベース
１６の切欠き１６Ａの周縁と当接して横架ベース１６の回動を例えば４５°に規制するよ
うになっている。
【００３０】
　水平ローラ１５Ａ及び傾斜ローラ１５Ｂを交換する場合、取付け片１６Ｂを固定するボ
ルト２１・ナット２２を弛めて外し、作業者が第１のスタンド１８を手に持って側方に傾
動させる。
【００３１】
　すると、横架ベース１６がヒンジの回転軸１７を中心に回動するが、そのとき横架ベー
ス１６の隅部が切り欠かれて横架ベース１６の隅部とコンベアフレーム１０側の一方のヒ
ンジ板２０とが干渉せず、しかもヒンジの回転軸１７が第１のスタンド１８の横幅内に位
置しているので、横架ベース１６が回動して第１、第２のスタンド１８、１９は図５に示
されるようにそのまま、すなわち上方に移動することなく側方に傾動することができる。
【００３２】
　第１、第２のスタンド１８、１９が４５°だけ傾動すると、切欠き１６Ａの周縁がスト
ッパー２３と当接して横架ベース１６の回動が規制され、第１、第２のスタンド１８、１
９は４５°傾いた姿勢に保持されるので、作業者は水平ローラ１５Ａ及び傾斜ローラ１５
Ｂに手を添えて持ち上げると、水平ローラ１５Ａ及び傾斜ローラ１５Ｂはコンベアベルト
１４に邪魔されることなく嵌込み凹から簡単に取り外すことができ、後は新しい水平ロー
ラ１５Ａ及び傾斜ローラ１５Ｂをセットすればよい。
【００３３】
　図６は第２の実施形態を示し、図において図１ないし図５と同一符号は同一又は相当部
分を示す。本例では第１の実施形態におけるボルト２１・ナット２２に代え、取付けピン
２１Ａとコッター２５が用いられ、取付けピン２１Ａをコンベアフレーム１０、ヒンジ板
２０及び取付け片１６Ｂの挿通穴に挿通し、取付けピン２１Ａの差込み穴２Ａにコッター
２５を打ち込むことによってヒンジをコンベアフレーム１０に取付けている。
【００３４】
　本例ではコッター２５の抜き差しによってスタンド１８，１９を傾動させることができ
、ボルト２１・ナット２２を用いる場合に比較して作業を簡単に行える。
【００３５】
　図７及び図８は第３の実施形態を示し、図において図１ないし図６と同一符号は同一又
は相当部分を示す。本例では横架ベース１６の両端部に円形パイプ製の第１の軸受２８が
固定され、コンベアフレーム１０には円形パイプ製の第２の軸受２９の取付け板２１０が
固定され、第１、第２の軸受２８、２９にはフランジ２８Ａ、２９Ａが形成され、フラン
ジ２８Ａ、２９Ａはボルト・ナット又は取付けピンとコッターとによって相互に着脱可能
に固定されている。なお、図示しないが、第１の実施形態と同様に、スタンド１８の傾動
を一定の角度で規制するストッパーが設けられている。
【００３６】
　水平ローラ１５Ａや傾斜ローラ１５Ｂを交換する場合、軸受２８、２９のフランジ２８
Ａ、２９Ａの連結を外し、スタンド１８、１９を傾動させれば、水平ローラ１５Ａ、傾斜
ローラ１５Ｂを交換することができる。
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【００３７】
　本例の特徴はキャリアローラスタンドの両端部に軸受２８、２９と回転軸２７を設ける
だけであるので、既設のキャリアローラスタンドに適用することができ、その実用的な効
果は絶大である。
【００３８】
　なお、上記の例では他方のヒンジ板を横架ベース１６の切欠き１６Ａ内面に固定するよ
うにしたが、回転軸１７を直接切欠き１６Ａ内面に固定するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００３９】
　　１０　　　コンベアフレーム
　　１１　　　従動ローラ
　　１２　　　駆動ローラ
　　１４　　　コンベアベルト
　　１４Ａ　　　乗継部
　　１６　　　横架ベース
　　１６Ａ　　　切欠き
　　１７　　　回転軸
　　２０　　　一方のヒンジ板
　　２３　　　ストッパー
　　２７　　　回転軸
　　２８　　　第１の軸受
　　２９　　　第２の軸受
　　２８Ａ、２９Ａ　　フランジ
　　３０　　　シュート
　　３１　　　弾性スカート板
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